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締
鮒
市
化
の
す
す
む
や
で
の
幾
業
の
あ
り
中
立
が
論
議
き
れ
て
き
ま

し
た
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潟
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中
総
拙
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約
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叩
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脇
町
ハ
ウ
ス
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ど
で
は
、
総
液
中

僚
級
方
式
に
よ
る
ハ
ウ
ス
は
脱
党
で
、
高
校
入
を
あ
げ
よ
う
と
ヱ
事

を
進
め
て
い
ま
す
。
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郊
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棋
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来
を
う
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な
う
古
学
嫌
米
と
し
て
い
夜
間
を
集
め
て
い
ま
す
。
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怒
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よ
可
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に
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万
m
円
で
、
残
ゆ
が
総
会
長
時
息
日
綴
へ
の
幾
遜
物
供
総
綴
と
し
て
、
土
地

市
内
中
陣
地
緩
め
「
中
時
ハ
ウ
ス
総
集
中
袋
線
総
数
的
導
入
に
よ
っ
て
、
負
担
仁
な
っ
て
い
ま
す
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高
附
成
務
刷
会
は
っ
て
い
こ
う
す
る
こ
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で
は
、
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時
闘
力
的
翁
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化
を
目
ざ
労
総
力
内
省
力
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金
は
か
る
と
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に
、
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会
で
は
、
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市
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内
怒
総
と
同
時
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内
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務
は
、
こ
れ
か
ら
内
総
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子
の
終

し
て
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集
中
稼
働
明
方
式
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ハ
ウ
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仲
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業
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を
一
端
す
事
業
と
し
て
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今
後
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さ
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と
司
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説
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進
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上
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し
柏
町
か

he色
丹
下
旬
ゑ
で
い
い
収
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旬、広
中
陣
地
区
で
、
ハ
ウ
ス
隠
蓑
が
仏
側
ま
お
り
、
ハ
ウ
ス
際
線
内
沼
か
‘
水
品
側
、
人
目
的
効
擦
で
、
閥
抗
業
用
地
が
ゆ
陥
h
y

っ
た
の
が
持
年
前
、
宅
柏
崎
同
開
発
的
進
d
世
露
地
裁
縫
も
し
て
お
り
‘
線
終
織
に
は
し
て
い
る
数
都
近
郊
丹
都
市
で
は
、
近

と
燐
殺
人
口
内
総
合
で
、
こ
れ
か
ら
昨
ど
う
し
て
も
‘
ハ
ウ
ス
円
卓
ι仲
裁
を
拭
郊
都
市
と
い
う
ぬ
叩
鴨
川
町
条
件
を
生
か
す

近
郊
終
滅
的
為
ワ
方
に
本
後
を
持
つ
気
ぷ
い
た
り
し
て
、
野
菜
内
総
後
を
低
下
燃
裁
が
一
番
効
留
端
的
で
す
。

悼
付
が
、
ハ
ウ
ス
綴
徐
に
開
討
を
向
け
苦
品
喝
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せ
て
い
ま
し
た
。
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品
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で
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械
隅
で
都
市
化
的
す
す
む
我
孫
子
℃
の
縫
業
再

当
初
は
、
機
知
総
望
曲
家
も
多
か
つ
お
さ
な
い
、
あ
ま
っ
た
労
働
力
を
や
で
生
き
る
議
だ
と
笠
ロ
で
は
寺
、
。
へ
と
的

た
の
で
す
が
、
実
際
争
被
し
た
廃
家
試
し
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で
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向
け
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た
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縫
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叩
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献
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軒
か
的
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援
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っ
て
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行
鈴
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を
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り
滋
し
な
が
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に
線
中
管
理
協
相
談
町
御
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い
い
よ
っ
て
、
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し
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い
、
協
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作
議
で
略
土
地
の
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軌
道
に
品
市
り
、
時
半
、
鴎
の
慾
対
を
必
管
理
織
の
ボ
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ひ
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で
‘
ハ
ウ
ス
度
な
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つ
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築
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襲
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蜂
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近
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仇
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滅
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に
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ン
ト

u
iん
に
よ
っ
て
行
え
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
約
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批
様
、
市
内
に
は
浄
水
柑
怖
が
湖
北
山
肌

仁
あ
る
だ
け
で
す

6

そ
市
白
め
、
浄
本
場
か
ら
速
く
縫
れ

た
地
峰
崎
地
で
は
水
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出
が
緩
く
な
る
な
ど
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縫
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れ
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械
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姶
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っ
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激
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で年が己主まるな選手1E月て'あ

った。明治的改緩まで的18

1評では、才色闘が立春とはか

ぎらないが、 JL春を耳:丹 k

立てるぎ定めて'あって、71;白

から 5詩ころまで的関にJL

若手が3きた。
今年は 2月4日が立春て'

君。

4暁i主力中央3集会所

'i青島"， J二予警察会主

2月7日

2月8日
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何
陣
営
課
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主義終

キ2五 世 82-1151内線281

A明るい話題
1> 8>ドキザスト紋鵡稔{孟滋教会日

曜学校綴戸分校舎・ら提言祉事裁に、

8300円いただきました。

炉事量孫子中央綴院かん議員上事業lごI>l'"話事手f告さん{重軽野LlJ525) か

ら交通後五去にと 3711司いただきま 1 712539f'lいただきました@

し たI>'Ni1:閣から議後務委主に 3773639

争勝るい社会づくり絵霊童書韓民会事童 向いただちました。

孫子支覇軍からf議後挙業に 5)jf1Jぃ 皆きん、どうもありがとうご

た スゴ き ま し た ま し た 。

1>"""診叫戸、時点命ミ内&与‘.'"納品向亀今、.，..，，，，，，，，..，，‘今弘之うL半柏命、今、今均企今‘め弘、肺"，:>-¥.Oj>""''''''''''''ャg

i 歳末助け合い募金 R開 52年 1丹波間在 ; 

377万0123円 j
i 後さんどうもありがとうございました i 
i>均"".，.向向 均時 時布 叫均 崎均 - 肋 勾 吻 市 南喝"""'"胡A今同時-均時明日終

クレー >'fit持 18議以上でれ

梁:il:(務等}技術専門学校 炉E器移綴8 訓練際絵丹的 1力月

給援事主主義務緩課程の生後募集 前まぞに申し込み〈ださいe

1> 応募平総公共絞殺安定訴か詩

縦割1521f-1むこ終綿子市が発没す

E路氏年金辻‘ 20歳からS霊長読まで どを過してきえ孫子町立五殺を奴りま る::0事‘交付および物品等的機入

門日;李総代で、惨さ長年金保険や共 しょうの に、入札著書1刷会する方は‘ユ人的と

浴組合など{括的:u奇ド世帯111支仁会務 砂図島幸 2丹12日から 3月26日ま おり鰐争入札参i摺資格申綴擦をま是

F也j呼]
F身得税、住民税と卒業悦的場合

舎の議:与方などの共lioJ足立務会を‘

次のとおり詩書きます2

申告ffl紙を持去として会場におい

，、。
1>8時 2丹8日(火}13持30分

かり16野H で。

修象暴露青 中世退去を民主言

{ぎ軍総言軍)

人してい奇い人は、すべて加入す

ることになっています。

年宣言i念、遣い将来を守るだけで

はありません。老齢、従疾または

一家の駁永寺与を失った人などに対

し、そ丹生協を支えるために年金

を支給することをお的としていま

す。

給付内総書fi{ioj<;i持率最，通算:革

鈴年金・ l'it.~若年金・母子部金・主幹

母子部令・ j立!思年五t;.議会若年哉の

7つがあリ この!自に死亡…時金

がゐります。

給付的I句協誌、昨年的9月夜lE

で年食事需の水織が引きiニげられ、

老級集委主をf刊にとると、 25年関係

での鋒官土曜日、午後 1時3自分か 出して下ざいe

惨受付却時間 昭有152年 2月 I聞か

ち2月28日まて'.

事除後付壊滅 m役所総務総費害致諜

管財係

検串ま曹警警織式 手止ま菜子市指定縁家宅

t.指定申総務湾紙 日目干普段年 1

10日から 2!i28日まで、実きま主謀で

1 1部 500Fヰでおわけ Lます。

自白i合わせは球数綴管財保へ。

宮 (82)1161内線209

ら4時30分まで。

惨場所 tfJ?!:公民館

券主主義亀 60古 {主要事寺}

多串込悶 2Jll日から

多申込先 教安委民会術史事量さん

皇長住{制)766L冠言語は午前中に

お撃資いしますむ

{術史緩き

5霊祭主事会保検事与の
総め怠れはあ号ません語、

樹氏年金然数料はちラ絞めまし

fこ3命、

f可ヵ月も滞絡すると保険終的事需

が大きくなっ ξ1度に約めに<< 

{財政諜)

一孟己
炉入学資緒 子年李主総や転織をしよ

うとする人て¥阪総訓練に鋭えら

れる J心身 t健康な }fて'あ札!J害時

女年最告を関いません。

ただし、議務草寺‘洋裁終もま芋理i

科iま1;(燃のみです。 また主主総機械

技術専門学校にご穏淡〈どさ t、。 塁走科を納付した場合は、丹室長3えi なってしまいま寸。 事惨 t王鴻 !沼T1l62年 2月25悶{金}

殺しいことは、もより的絞討す専 2500rl、時有は手金で2ゴ500Iヰと そればかリか、 i築後科を劇作鎖線 午古川む時。

何学校、または松戸公共総裁と3甚 なヮています。この年会主nは、物 までに約めていないと本語誌の事故 砂場高毒液務飾会i潟庁舎6階、告書

i'f河到473(82) 6106か千葉:税者誕生 1高内上主j" 勺主流';y者物綴綴主主 がめった時、襲安芸専年金や5幸子年余 1会議議。

斜線蒸宮'0472(23) 215まにおR小、 が 5%を終えて営効した場合は、 などそをさをけることができないニと 少子一マ fわた Lたち的未来と

会わせドさし% そ札に会わセて引きょげるスライ になりますロ はj

ド藷iがとら札でいます e このような事佐にあってから、 砂著書然資絡 穀劣後者に限ります。

保険料は泌総事iで月額1400f1j( あわてて保険料をま高めてむ問にム 惨申込 i諜挙管理会議閥会まで。-1
…

2
一
3
一
4
…
5
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52年 4月から H鋭22001弓3

生生活i京五警告受けて・ aる人や、官民議十

が告をし('0時められない人{主主長け

11¥か申請して保険料が免除怒れる

与討すがあります (fT:窓1吊入殺は"~

かれます)。

当然i塑災年長に加入すべき人で、

まどお?人されて町、ない;芳、年金係

で子豪華きをして下さえ九

加入毛利壱きには巨TH患と過去仁摩

生年金など j二IJO入したことのある

人はー空草生部金1真[宗主走者総などを

いまそん。;fj，lJ約五忘れの保険料がな 惜 82-1151内線量51

いかどうかもフ 1際機的て下吾川 (漆挙管座奇襲照会)

続的たつもりでも、事長は納め;伝

れが為ったという評抑制多いも 壊さ主沼探鳥会
的です。

日[JJモ年金的保険料約桜島民{念、t.怒沼 2月6El (臼)

ヵ月ニとに定的られていて、年1>重軽合 地紋現完成野回線己主きし口

主主仁分けぞ約めるめがi創刊ですが、 午前9峰崎分

51年 4H分から52月 3H分まで的 1>交議機関 拍-J再開I(東武華子総

保険料をまずど約めていない方は、 経}

2丹28日までに約めて下さい会 IH常事静S主 主主霊堂.飲料水

(関係年金総野ι認を守る金、 i渡辺宮82…0521)

市税出自撰徴枝

;場j仁会支所




